
(57)【要約】

【課題】簡易な構成でありながら逆洗によりフィルタに

付着した異物の完全な除去を可能とし、これによって洗

浄作業の大幅な効率化を図る。

【解決手段】ストレーナー１００ａを逆洗する場合にお

いては、開閉バルブ１１３ａを開け、開閉バルブ１０５

ａ、１１０を閉じる。供給された原水はストレーナー１

００ｂにて濾過され処理水となり排出路１０９ｂを通過

し、排出路１０９ａに洗浄水として供給される。水出入

り口１０７から濾過ケース１０１内に供給された洗浄水

は、円筒型フィルタ１０３ａをその外側から内側に向け

て通過し、円筒型フィルタ１０３ａの内側面に付着堆積

した異物を剥離除去しつつ円筒型フィルタ１０３ａの内

側に入る。洗浄水は、円筒型フィルタ１０３ａから異物

を除去し、かつ水流による洗掘効果にて底板用フィルタ

１０３ｂに堆積した異物を巻き上げて、異物をエルボ２

００，２０２の汚水吸込口に導き、排出路１１４ａを通

過して系外に排出される。

【選択図】　　 図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 濾 過 ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ 該 濾 過 ケ ー ス 内 を 一 次 側 と 二 次 側 と に 分 け る 濾 過 部 材 と 、
　 該 濾 過 部 材 の 一 次 側 に 原 水 を 供 給 し て 異 物 を 捕 捉 し 二 次 側 か ら 排 水 す る た め の 原 水 供 給
部 と 、
　 前 記 濾 過 部 材 の 二 次 側 か ら 一 次 側 に 向 け て 洗 浄 水 を 供 給 し て 前 記 異 物 を 濾 過 部 材 か ら 除
去 す る た め の 洗 浄 水 供 給 部 と 、
　 前 記 濾 過 部 材 の 一 次 側 に 連 通 し 前 記 濾 過 部 材 よ り も 目 が 粗 い 濾 過 部 材 を 介 し て 前 記 洗 浄
水 お よ び 濾 過 部 材 か ら 除 去 さ れ た 異 物 を 排 出 す る た め の 汚 水 排 出 部 と を 備 え た ス ト レ ー ナ
ー に お い て 、
　 前 記 汚 水 排 出 部 と 前 記 濾 過 部 材 の 一 次 側 と を 連 通 す る バ イ パ ス 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 濾 過 部 材 は 有 底 筒 状 の も の で あ り 、 前 記 バ イ パ ス 路 は 前 記 濾 過 部 材 の 底 部 に 取 付 け
ら れ て 該 濾 過 部 材 を 上 下 に 貫 通 す る 短 管 パ イ プ と 、 該 短 管 パ イ プ の 上 部 に 連 結 さ れ て 垂 下
さ れ 前 記 濾 過 部 材 の 上 面 に 対 し て 所 定 距 離 を 隔 て て 対 抗 す る よ う に 下 面 が 開 口 す る 汚 水 吸
込 口 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 原 水 か ら 異 物 を 除 去 す る た め の ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ト レ ー ナ ー は 、 工 場 や プ ラ ン ト 等 に お い て 使 用 さ れ る 水 か ら 異 物 を 除 去 す る 目 的 で 使
用 さ れ る も の で あ る 。 こ の ス ト レ ー ナ ー は 、 金 属 メ ッ シ ュ 等 の フ ィ ル タ を 備 え た 濾 過 部 に
対 し て 原 水 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 原 水 中 に 混 入 し た 異 物 を フ ィ ル タ で 濾 過 す る 機 能 を
備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な ス ト レ ー ナ ー に お い て は 、 連 続 し て 原 水 を 濾 過 し 続 け る と 、 原 水
中 の 異 物 が フ ィ ル タ ー に 付 着 し 、 フ ィ ル タ が 目 詰 ま り す る 。 フ ィ ル タ に こ の よ う な 目 詰 ま
り が 発 生 し た 場 合 に は 、 送 水 用 ポ ン プ の 負 荷 が 大 き く な る た め 、 定 期 的 に ス ト レ ー ナ ー 内
を 人 手 に よ り 洗 浄 す る 必 要 が あ り 、 作 業 効 率 上 の 大 き な 負 担 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 従 来 、 フ ィ ル タ に 付 着 し た 異 物 を 除 去 す る た め の 逆 洗 機 構 を 備 え た 洗 浄 式 ス
ト レ ー ナ ー も 採 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 逆 洗 機 構 を 備 え た 洗 浄 式 ス ト レ ー ナ ー に お い て
は 、 フ ィ ル タ に 対 し 通 常 の 濾 過 時 の 原 水 の 流 入 方 向 と は 逆 方 向 に 洗 浄 水 を 通 過 さ せ る こ と
に よ り 、 こ の 洗 浄 水 で フ ィ ル タ に 付 着 し た 異 物 を 除 去 す る 構 成 を 有 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 有 底 円 筒 型 フ ィ ル タ に お い て 、 円 筒 型 フ ィ ル タ の 内 部 に 原 水 を 注 入 し 、
外 部 に 処 理 水 を 排 出 す る ス ト レ ー ナ ー は 、 従 来 提 案 さ れ て き た 逆 洗 方 法 で は 、 逆 洗 に よ り
円 筒 型 フ ィ ル タ の 外 周 面 の 目 詰 ま り が 解 消 す る と 、 目 詰 ま り の 原 因 と な っ て い た 異 物 は 底
板 用 フ ィ ル タ の 上 に 沈 降 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 底 板 用 フ ィ ル タ に 異 物 排 出 用 に 設 け ら れ た 孔 の 大 き さ は 円 筒 型 フ ィ ル タ の 孔 と 同 等 か や
や 大 き い 程 度 で あ り 、 孔 径 よ り 大 き い 異 物 は 底 板 用 フ ィ ル タ を 通 過 で き ず に ス ト レ ー ナ ー
か ら 排 出 さ れ な い た め に 底 板 用 フ ィ ル タ の 上 に 堆 積 し 残 留 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 　
　 そ の た め 、 原 水 を 再 び 濾 過 す る 場 合 に お い て は 、 底 板 用 フ ィ ル タ の 上 に 堆 積 し て い る 異
物 を 撹 拌 し な が ら 使 用 す る こ と と な る た め に 、 短 期 間 で 円 筒 型 フ ィ ル タ の 目 詰 ま り が 発 生
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し 、 逆 洗 を 繰 り 返 す 必 要 が 生 じ 、 非 効 率 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 異 物 を 排 出 し 易 く す る た め に 底 板 用 フ ィ ル タ の 孔 径 を 従 来 よ り も 大 き く す る と 、
汚 水 排 水 用 の パ イ プ が 目 詰 ま り を お こ し て ス ト レ ー ナ ー と し て の 十 分 な 役 割 を 果 た す こ と
が で き な く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 　
　 そ の た め 、 ス ト レ ー ナ ー 内 に 残 留 す る 異 物 の 除 去 に 関 し て は 、 作 業 員 に よ る ス ト レ ー ナ
ー の 清 掃 に 頼 っ て い る 状 態 で 、 運 用 面 に 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 易 な 構 成 で あ り な が ら 逆 洗 に よ り
ス ト レ ー ナ ー 内 の 異 物 の 完 全 な 除 去 を 可 能 と し 、 こ れ に よ っ て 洗 浄 作 業 の 大 幅 な 効 率 化 を
図 る よ う に し た ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 既 存 の ス ト レ ー ナ ー の 主 要 構 造 を 大 幅 に 改 変 す る こ と な く 、 簡 単 な 構 造
を 付 加 す る こ と で 、 安 価 に ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム を 実 施 で き る こ と を 他 の 目 的 と し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ス ト レ ー ナ ー の 逆 洗 シ ス テ ム は 、 濾 過 ケ ー ス 内 に 収
納 さ れ 該 濾 過 ケ ー ス 内 を 一 次 側 と 二 次 側 と に 分 け る 濾 過 部 材 と 、 該 濾 過 部 材 の 一 次 側 に 原
水 を 供 給 し て 異 物 を 捕 捉 し 二 次 側 か ら 排 水 す る た め の 原 水 供 給 部 と 、 前 記 濾 過 部 材 の 二 次
側 か ら 一 次 側 に 向 け て 洗 浄 水 を 供 給 し て 前 記 異 物 を 濾 過 部 材 か ら 除 去 す る た め の 洗 浄 水 供
給 部 と 、 前 記 濾 過 部 材 の 一 次 側 に 連 通 し 前 記 濾 過 部 材 よ り も 目 が 粗 い 濾 過 部 材 を 介 し て 前
記 洗 浄 水 お よ び 濾 過 部 材 か ら 除 去 さ れ た 異 物 を 排 出 す る た め の 汚 水 排 出 部 と を 備 え た ス ト
レ ー ナ ー に お い て 、 前 記 汚 水 排 出 部 と 前 記 濾 過 部 材 の 一 次 側 と を 連 通 す る バ イ パ ス 路 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る （ 第 １ の 発 明 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 濾 過 部 材 は 有 底 筒 状 の も の で あ り 、 前 記 バ イ
パ ス 路 は 前 記 濾 過 部 材 の 底 部 に 取 付 け ら れ て 該 濾 過 部 材 を 上 下 に 貫 通 す る 短 管 パ イ プ と 、
該 短 管 パ イ プ の 上 部 に 連 結 さ れ て 垂 下 さ れ 前 記 濾 過 部 材 の 上 面 に 対 し て 所 定 距 離 を 隔 て て
対 抗 す る よ う に 下 面 が 開 口 す る 汚 水 吸 込 口 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で あ り な が ら 、 逆 洗 に よ り ス ト レ ー ナ ー 内 の 異 物 の 完 全 な
除 去 が 可 能 と な り 、 こ れ に よ っ て ス ト レ ー ナ ー 洗 浄 作 業 の 大 幅 な 効 率 化 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に お け る ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す と お り 、 ス ト
レ ー ナ ー １ ０ ０ は 、 底 部 に 排 水 用 の 穴 を 有 す る 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ と 、 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ の
上 部 に 設 け ら れ た 蓋 １ ０ ２ と 、 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ 内 に 収 納 さ れ た 有 底 筒 状 の 濾 過 部 材 を 有
す る 濾 過 部 １ ０ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 濾 過 部 １ ０ ３ は 、 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ 内 の 空 間 を 内 側 の 原 水 側 （ 一 次 側 ） と 外 側 の 処 理 水
側 （ 二 次 側 ） と に 二 分 し て 通 常 時 に 異 物 を 捕 捉 す る た め の 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ と 底 板
用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ と を 備 え て い る 。 ま た 、 底 板 用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ は 、 円 筒 型 フ ィ ル タ
１ ０ ３ ａ の 底 板 と な り 汚 水 吸 込 口 １ １ ２ （ 後 述 す る ） の 取 付 架 台 と な り 、 メ ッ シ ュ 径 は 円
筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の メ ッ シ ュ 径 と 同 等 か や や 大 き く 目 が 粗 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 蓋 １ ０ ２ に は 例 え ば エ ル ボ 状 の 原 水 供 給 部 １ ０ ４ が 突 設 さ れ 、 原 水 供 給 部 １ ０
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４ は 開 閉 バ ル ブ １ ０ ５ を 介 し て 原 水 の 供 給 路 １ ０ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 原 水
は 、 バ ル ブ １ ０ ５ を 介 し て 供 給 路 １ ０ ６ か ら 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ 内 の 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３
ａ 内 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ の 外 周 に は 、 水 出 入 り 口 １ ０ ７ が 側 方 に 向 け て 突 出 形 成 さ れ て
い る 。 水 出 入 り 口 １ ０ ７ は 、 通 常 時 に お い て は 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ に よ る 濾 過 後 の 処
理 水 を 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ か ら 排 出 す る 機 能 を 有 す る 一 方 、 逆 洗 時 に お い て は 洗 浄 水 を 濾 過
ケ ー ス １ ０ １ 内 に 供 給 す る 洗 浄 水 供 給 部 と し て の 機 能 を 兼 用 す る 。 水 出 入 り 口 １ ０ ７ は 、
開 閉 バ ル ブ １ ０ ８ を 介 し て 、 濾 過 の 終 了 し た 処 理 水 を 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ か ら 排 出 す る た め
の 排 出 路 １ ０ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ は 、 そ の 下 部 に 汚 水 排 出 部 １ １ １ を 有 し 、 汚 水 排 出 部 １ １ １
は 、 逆 洗 時 に 、 底 板 用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ に 設 け ら れ た 本 発 明 の 特 徴 部 分 で あ る バ イ パ ス 路
と し て の 汚 水 吸 込 口 部 １ １ ２ を 通 じ て 流 れ る 汚 水 を 開 閉 バ ル ブ １ １ ３ を 介 し て 排 出 す る た
め の 排 出 路 １ １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 開 閉 バ ル ブ １ ０ ５ 、 １ ０ ８ 、 １ １ ３ は 、 バ ル ブ 開 閉 指 示 装 置 （ 図 示 せ ず ）
に 接 続 さ れ 、 後 述 す る よ う に 、 通 常 の 原 水 処 理 時 お よ び 逆 洗 時 に 必 要 に 応 じ て 開 閉 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 点 線 丸 枠 内 を 拡 大 し た 斜 視 図 で 、 汚 水 吸 込 口 部 の 組 立 状 態 を 示 す 。 　
　 図 ２ に 示 す と お り 、 汚 水 吸 込 口 部 １ １ ２ は 、 一 端 が 底 板 用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ の 上 面 と 対
向 す る よ う に 下 面 が 開 口 し た 汚 水 吸 込 口 （ フ ィ ル タ を 配 設 し て も よ い ） と な る 複 数 の エ ル
ボ ２ ０ ０ と 、 エ ル ボ ２ ０ ０ を 両 端 に 接 続 し た チ ー ズ ２ ０ １ と 、 チ ー ズ ２ ０ １ を 一 端 に 接 続
し 、 エ ル ボ ２ ０ ２ を 至 端 に 接 続 し た チ ー ズ ２ ０ ３ と 、 チ ー ズ ２ ０ ３ の 凸 端 を 一 端 に 接 続 し
、 他 端 が 底 板 用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ を 貫 通 し て 、 一 対 の ナ ッ ト ２ ０ ４ に よ り 貫 通 孔 の 開 口 部
上 下 で 挟 み つ け る よ う に 、 ま た は 溶 接 な ど に よ り 固 定 さ れ て い る 単 管 パ イ プ ２ ０ ５ と を 備
え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 本 実 施 形 態 に お け る 逆 洗 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し 、 （ ａ ） 通 常 の 原 水 処 理 時 の 開 閉
バ ル ブ の 開 閉 状 態 の 説 明 図 、 （ ｂ ） 逆 洗 時 の 開 閉 バ ル ブ の 開 閉 状 態 の 説 明 図 、 （ ｃ ） 通 常
の 原 水 処 理 時 の 水 の 流 れ を 示 し た ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 、 （ ｄ ） 逆 洗 時 の 水 の 流 れ を
示 し た ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス ト レ ー ナ ー は 、 工 場 や プ ラ ン ト 等 に お い て 使 用 さ れ る 場 合 に お い て は 、 少 な く と も ２
台 以 上 の 複 数 の ス ト レ ー ナ ー １ ０ ０ が パ ラ レ ル に 接 続 さ れ る が 、 本 実 施 形 態 で は ス ト レ ー
ナ ー を ２ 台 設 置 し た 場 合 の 事 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す と お り 、 ａ 流 路 お よ び ｂ 流 路 の ２ 台 の ス ト レ ー ナ ー １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０
ｂ の そ れ ぞ れ の 排 水 路 １ ０ ９ ａ 、 １ ０ ９ ｂ の 下 流 部 に は 、 バ ル ブ １ １ ０ を 介 し て 複 数 の ス
ト レ ー ナ ー で 処 理 さ れ た 処 理 水 を ま と め て 排 出 す る 集 合 排 出 路 １ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ （ ａ ） お よ び 図 ３ （ ｃ ） に 示 す と お り 、 原 水 を 濾 過 す る 場 合 に お い て は 、 ま ず 、 開
閉 バ ル ブ １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ を 閉 じ 、 次 に 開 閉 バ ル ブ １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ５ ｂ 、 １ ０ ８ ａ 、 １
０ ８ ｂ 、 １ １ ０ を 開 け て 原 水 供 給 路 １ ０ ６ に 原 水 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 原 水 供 給 路 １ ０ ６ を 通 過 し 原 水 供 給 部 １ ０ ４ か ら 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ 内 に 供 給 さ
れ た 原 水 は 、 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の 内 側 に 供 給 さ れ 、 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ を そ の
内 側 か ら 外 側 に 向 け て 通 過 し 、 原 水 中 の 異 物 を 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の 内 側 に 捕 捉 除 去
し つ つ 水 出 入 り 口 １ ０ ７ よ り 処 理 水 の 排 出 路 １ ０ ９ に 送 水 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 排 出 路 １ ０ ９ を 通 過 し て 集 合 排 出 路 １ １ ０ に 集 ま っ た 処 理 水 は 次 の 装 置 へ と 供
給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に し て 長 時 間 、 濾 過 を 続 け た 場 合 に お い て は 、 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の 内 側
面 に 異 物 が 付 着 堆 積 し 、 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ が 目 詰 ま り す る 。 こ の た め 、 所 定 の 頻 度
で 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の 逆 洗 作 業 を 実 行 す る 必 要 が あ る 。 次 に 、 逆 洗 方 法 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ （ ｂ ） お よ び 図 ３ （ ｄ ） に 示 す と お り 、 ス ト レ ー ナ ー １ ０ ０ ａ を 逆 洗 す る 場 合 に お
い て は 、 ま ず ａ 流 路 側 の 開 閉 バ ル ブ １ １ ３ ａ を 開 け 、 次 に 開 閉 バ ル ブ １ ０ ５ ａ 、 １ １ ０ を
閉 じ て 原 水 供 給 部 １ ０ ６ に 原 水 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 原 水 供 給 部 １ ０ ６ に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 ａ 流 路 の 開 閉 バ ル ブ １ ０ ５ ａ が 閉 じ て
い る た め に す べ て ｂ 流 路 に 流 れ 原 水 供 給 路 １ ０ ６ ｂ を 通 過 し 、 ス ト レ ー ナ ー １ ０ ０ ｂ に て
濾 過 さ れ 処 理 水 と な り 排 出 路 １ ０ ９ ｂ を 通 過 し て 集 合 排 出 路 １ １ ５ へ 流 れ よ う と す る が 開
閉 バ ル ブ １ １ ０ が 閉 じ て い る た め に す べ て 排 出 路 １ ０ ９ ａ に 洗 浄 水 と し て 、 通 常 の 処 理 時
と は 反 対 の 流 向 方 向 か ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 排 出 路 １ ０ ９ ａ を 通 過 し 水 出 入 り 口 １ ０ ７ か ら 濾 過 ケ ー ス １ ０ １ 内 に 供 給 さ れ
た 洗 浄 水 は 、 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ を そ の 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 通 過 し 、 円 筒 型 フ ィ ル
タ １ ０ ３ ａ の 内 側 面 に 付 着 堆 積 し た 異 物 を 剥 離 除 去 し つ つ 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ の 内 側
に 入 る 。 円 筒 型 フ ィ ル タ １ ０ ３ ａ か ら 異 物 を 除 去 し た 洗 浄 水 は 異 物 を 含 む 汚 染 水 と し て 、
水 流 に よ る 洗 掘 効 果 に て 底 板 用 フ ィ ル タ １ ０ ３ ｂ に 堆 積 し た 異 物 を 巻 き 上 げ て 、 異 物 を エ
ル ボ ２ ０ ０ 、 ２ ０ ２ の 汚 水 吸 込 口 に 導 き 、 異 物 を 含 ん で 単 管 パ イ プ ２ ０ ５ お よ び 排 出 路 １
１ ４ ａ を 通 過 し て 系 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 つ ま り 、 少 な く と も ２ 台 以 上 の 複 数 の ス ト レ ー ナ ー が パ ラ レ ル に 接 続 さ れ て い る 場 合 に
お い て ス ト レ ー ナ ー を 逆 洗 作 業 す る 際 は 、 ま ず 、 ス ト レ ー ナ ー 逆 洗 後 の 汚 水 を 排 出 す る た
め に 逆 洗 対 象 ス ト レ ー ナ ー に 接 続 し て い る 開 閉 バ ル ブ １ １ ３ を 開 け 、 次 に 、 原 水 を 逆 洗 対
象 ス ト レ ー ナ ー に 供 給 し な い よ う に 逆 洗 対 象 ス ト レ ー ナ ー に 接 続 し て い る 開 閉 バ ル ブ １ ０
５ を 閉 じ る 。 そ し て 、 逆 洗 対 象 外 ス ト レ ー ナ ー に よ り 濾 過 さ れ た 処 理 水 を 洗 浄 水 と し て 利
用 す る の で 、 集 合 排 出 路 １ １ ５ に 送 水 さ れ る 流 路 を 閉 じ て 処 理 水 を 逆 洗 対 象 ス ト レ ー ナ ー
の 水 出 入 り 口 １ ０ ７ に 供 給 す る た め に 開 閉 バ ル ブ １ １ ０ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 逆 洗 シ ス テ ム に よ り 、 濾 過 部 １ ０ ３ 内 の 異 物 は す べ て 除 去 さ れ 、 従 来 必 要
と さ れ て い た 人 手 に よ る ス ト レ ー ナ ー の 洗 浄 作 業 が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す と お り に 、 エ ル ボ ２ ０ ０ 、 お よ び ２ ０ ２ を 底 板 用 フ
ィ ル タ １ ０ ３ ｂ か ら 同 一 の 高 さ に 揃 え て 配 置 し て い る が 、 高 さ を 変 え て 配 置 す る こ と も 可
能 で あ る 。 つ ま り 、 洗 浄 水 の 洗 堀 効 果 が 最 も 高 い 位 置 に そ の 汚 水 吸 込 口 を 底 板 用 フ ィ ル タ
と 対 向 す る 向 き に 設 置 す る こ と が 最 も 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 水 排 水 部 と 洗 浄 水 注 入 部 を 兼 用 し た が 、 別 々 に 設 け 、 洗 浄
水 注 入 部 の 注 入 口 の 向 き を 濾 過 ケ ー ス の 円 周 方 向 の 接 線 方 向 と 同 一 と し 、 濾 過 ケ ー ス 内 に
注 入 さ れ た 洗 浄 水 が 濾 過 ケ ー ス 内 面 を 伝 わ っ て 広 い 範 囲 に 届 く よ う に 設 置 し た り 、 洗 浄 水
注 入 路 内 に ス ク リ ュ ー を 設 け 水 流 を 揃 え る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ の 点 線 丸 枠 内 を 拡 大 し た 斜 視 図 で 、 汚 水 吸 込 口 部 の 組 立 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ （ ａ ） 】 本 実 施 形 態 に お け る 濾 過 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し 、 通 常 の 原 水 処 理 時 の 開 閉
バ ル ブ の 開 閉 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ （ ｂ ） 】 本 実 施 形 態 に お け る 濾 過 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し 、 逆 洗 時 の 開 閉 バ ル ブ の 開
閉 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ （ ｃ ） 】 本 実 施 形 態 に お け る 濾 過 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し 、 通 常 の 原 水 処 理 時 の 水 の
流 れ を 示 し た ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ （ ｄ ） 】 本 実 施 形 態 に お け る 濾 過 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し 、 逆 洗 時 の 水 の 流 れ を 示 し
た ス ト レ ー ナ ー の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ ０ 　 ス ト レ ー ナ ー （ ＝ １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０ ｂ ）
１ ０ １ 　 濾 過 ケ ー ス
１ ０ ３ 　 濾 過 部
１ ０ ３ ａ 　 円 筒 型 フ ィ ル タ
１ ０ ３ ｂ 　 底 板 用 フ ィ ル タ
１ ０ ４ 　 原 水 供 給 部
１ ０ ５ 　 開 閉 バ ル ブ （ ＝ １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ５ ｂ ）
１ ０ ６ 　 原 水 供 給 路 （ ＝ １ ０ ６ ａ 、 １ ０ ６ ｂ ）
１ ０ ７ 　 水 出 入 り 口
１ ０ ８ 　 開 閉 バ ル ブ （ ＝ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ ）
１ ０ ９ 　 排 出 路 （ ＝ １ ０ ９ ａ 、 １ ０ ９ ｂ ）
１ １ ０ 　 開 閉 バ ル ブ
１ １ １ 　 汚 水 排 出 部
１ １ ２ 　 汚 水 吸 込 部 （ バ イ パ ス 路 ）
１ １ ３ 　 開 閉 バ ル ブ （ ＝ １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ ）
１ １ ４ 　 排 出 路 （ ＝ １ １ ４ ａ 、 １ １ ４ ｂ ）
１ １ ５ 　 集 合 排 出 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ （ ａ ） 】 【 図 ３ （ ｂ ） 】
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【 図 ３ （ ｃ ） 】 【 図 ３ （ ｄ ） 】
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